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筆者は 「中国伝存の日本関係文献 ・文化財 に関する総合的研究」 というプロジェク トの協





ないので、カー ドで一枚ずつ鵜の目鷹の目で探 してい くよりすべがなかった。その結果、次
の本があることを確認できたが、和漢書のカー ドが混同されているため、漏れの方が多かっ
たと思 う。古籍担当者の話では、和刻本漢籍本 と和書は少なくとも200点 以上は有すると
いう。今後の更なる綿密な調査を要する。
記
日本外史 頼襄撰 文政十年(1827)刻 本22冊
日本楽府 頼襄撰牧輓注 文政十三年(1830)刻 本1冊0.50元
(増補)日 本政記 頼龍三編 明治二十三年(1890)頼 氏刻本
和漢年契 芦屋山人撰 文化二年(1805)浪 速書肆宣英堂刻本1冊1函
大 日本史二四三巻 徳川光圀修 明治三十三年(1900)東 京徳川刻本25冊
日本三代実録五十巻 源能有 ・藤原時平など撰 寛文十三年(1873)野 田庄右衛門刻本
20冊60元
近事紀略四巻 石津賢勤編 明治六年(1873)西 京三書房刻本4冊
尊攘紀事八巻 岡千仞撰 明治十七年(1884)刻 本4冊
尽忠録 斎藤馨撰 写本1冊1元




古…籍30万 冊、善本10万 冊、 日本図書(洋 装本)5ρ00冊 を有するというが、大正 と昭和
前期の図書が半数以上を占め、 しか も文物図録が中心である。かつての皇室の図書館のため、




古語拾遺一巻 宿禰広成撰 明治三年(1870)刻 本
3.国 家図書館(も と北京図書館)
所蔵の日本関係図書は、既刊の 『中国館蔵和刻本漢籍書目』(王宝平主編、杭州大学出版社、





大本、無罫線、原本の折 り返 し ・奥付 ・小見出し ・黒縁 ・地図などをそっくり模写 した
精写本である。
第1～3冊:山 城国(10巻)第4～5冊 大和国(16巻)
第6冊:河 内国(17巻)第7冊:和 泉国(5巻)第8冊:摂 津国(13巻)
劉喜海(乾 隆五十入年 ・寛政五年1793～ 咸豊二年 ・嘉永五年1852)、 字燕庭、書斎名は昧
経書屋で、『海東金石苑』八巻、『海東金石苑補遺』六巻、『海東金石存考亅一・巻など外国(朝
鮮)の 文物に対 して強い興味を示 した清朝の文人である。
彼はまた、『東国書 目』で、「朝鮮書 目」(92点)、 「日本所刊書」(『群書治要』五十巻の提











究所 は、30年 代 に図書20万 冊 に達 し、戦後、中央研究院歴史語言研究所に帰属。 また、
49年 に貴重本が台湾に運ばれた。当図書館は51年 に旧蔵書を受け継いで新たに発足、現
在古籍50万 冊 くらい有するという。新館が建設中で、完成後、引越 しすることになってい
るので、今の古籍は友誼賓館の近 くにある仮設施設内に保管され、半分閉館状態 となってい
る。山ほどのカー ドか ら次の和書が検出で きた。
記
徂徠集三十巻補遺一・巻 荻生徂徠撰 元文(1736～1740)刻 本20冊2函
江陵詩集四巻 延享二年(1745)東 都書林刻本4冊1函
北禅文草四巻 釈大典撰 寛政四年(1792)青 藜閣刻本2冊1函
以上、限られた時間と限られた範囲で行った調査のため、十分な成果 を上げたとはいえない
か もしれないが、中国の図書館に日本関連の図書が多数所蔵されていることはわかった。今
後の更なる調査研究が必要だろうと痛感する。
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